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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
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【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）パイロットドリル（１）の頂端に配置されている先端刃（１０１）を有するパイロ
ット先端（１０）と；
　ｂ）パイロット先端（１０）からパイロットドリル（１）のコロナ端の方向に延びてい
るパイロットガイド（１１）と；
　ｃ）パイロットガイド（１１）の上部に位置し、パイロットガイド（１１）のドリル直
径（ｂ１）より大きいドリル直径（ｂ２）を有するドリルネック（１２）と；
　ｄ）コロナ端として継手（１４）が接続されることができるドリルネック（１２）の上
部に位置するドリル軸（１３）と；
　ｅ）パイロットガイド（１１）の側面に輪郭形状の一部として設けられた案内刃（１１
２）と；　
　ｆ）パイロットガイド（１１）からドリルネック（１２）への移行部としての一つの段
部（１２４）と；　
　ｇ）段部（１２４）における少なくとも一つの段状刃（１２５）と；　
　ｈ）少なくとも一つの螺旋溝（１２２）とその溝を限定する斜角面（１２３）とを備え
て、歯科インプラント（４）を収容するために顎骨（５）に形成する袋孔状の段状孔（６
２，６３，６４）を準備するパイロットドリル（１）において、
　ｉ）パイロット先端（１０）において先端刃（１０１）が鋭く形成されて中心を鋭くな
しており；　
　ｊ）研磨部　（１１１）が先端刃（１０１）からパイロットガイド（１１）へ延びてい
て；
　ｋ）段部（１２４）において段状刃（１２５）が鋭く形成されており；そして　
　ｌ）案内刃（１１２）が先を丸く鋭くなく形成されていることを特徴とするパイロット
ドリル（１）。
【請求項２】
　ａ）斜角面（１２３）を備えるドリルネック（１２）が弱く切削するよう形成されてお
り；そして
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　ｂ）パイロットガイド（１１）が１．０ｍｍから４．０ｍｍまでの範囲内の長さ（ｌ１
）を有することを特徴とする請求項１に記載のパイロットドリル（１）。
【請求項３】
　ａ）パイロットドリル（１）が両刃に形成され、それでそれぞれ二つの先端刃（１０１
）、研磨部（１１１）、案内刃（１１２）、螺旋溝（１２２）、斜角面（１２３）と段状
刃（１２５）を有し；
　ｂ）ドリルネック（１２）が使用すべきインプラント（４）の少なくとも挿入深さの長
さを有し；
　ｃ）パイロットガイド（１１）が３．０ｍｍの長さ（ｌ１）を有し；
　ｄ）パイロットガイド（１１）が１．５ｍｍの範囲内の直径（ｂ１）を有し、ドリルネ
ック（１２）が２．０ｍｍの範囲内の直径（ｂ２）を有し；
　ｅ）先端刃（１０１）の間に位置する先端角（α）は９０°より小さい範囲に位置し；
　ｆ）螺旋溝（１２２）がドリルネック（１２）のコロナ端からパイロット先端（１０）
まで貫通して延びており、パイロットガイド（１１）には螺旋溝（１２２）がより小さい
直径（ｂ１）によってドリルネック（１２）に存在する全横断面のほんの僅か多い割合を
有し；
　ｇ）ドリルネック（１２）には複数の眼に見える深さマーク（１２１）が等間隔或いは
不等間隔に取り付けられ；そして
　ｈ）ドリル軸（１３）自体に接続する継手（１４）が標準化された歯科継手であること
を特徴とする請求項１或いは２に記載のパイロットドリル（１）。
【請求項４】
　ａ）パイロット先端（１０）を備えるパイロットガイド（１１）は、パイロット孔（６
１）の発端部を顎骨（５）の皮層（５１）を通して侵入させることにより形成すべき段状
孔（６２，６３，６４）に位置を固定するように決定され、その発端部がパイロット孔案
内部（６１１）とパイロット孔先端部（６１２）とからなり；
　ｂ）段部（１２４）は皮層（５１）の貫通侵入させた後にパイロット孔案内部（６１１
）と先端部（６１２）の完成によって著しく増加したドリル抵抗を生じて、この徴候にて
決定した孔方向（Ｒ）を検査するように形成され；
　ｃ）先の丸い案内刃（１１２）がパイロット孔案内部（６１１）の拡大なしに孔方向（
Ｒ）を円錐状修正範囲（Ｋ）の内で修正することを可能であり；そして
　ｄ）ドリルネック（１２）がその寸法によりパイロット孔（６１）を最終的深さに形成
するように形成されることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載のパイロッ
トドリル（１）。
【請求項５】
　ａ）ステップドリル（２）の先端部に配置され且つ先端刃（２０１）を有する段状先端
（２０）と；
　ｂ）段状先端（２０）からステップドリル（２）のコロナ端の方向に延びている段状ガ
イド（２１）と；　
　ｃ）段状ガイド（２１）の上部に位置し且つ段状ガイド（２１）のドリル直径（ｂ２’
，ｂ３’，ｂ４’）より大きいドリル直径（ｂ３，ｂ４，ｂ５）を有するドリルネック（
２２）と；
　ｄ）コロナ端として継手（２４）が接続されることができるドリルネック（２２）の上
部に位置するドリル軸（２３）と；
　ｅ）段状ガイドの（２１）の側面に輪郭形状の一部として設けられた少なくとも一つの
案内刃と；
　ｆ）段状ガイド（２１）からドリルネック（２２）への移行部としての一つの段部（２
２４）と；　
　ｇ）段部（２２４）における少なくとも一つの段状刃（２２５）と；　
　ｈ）少なくとも一つの螺旋溝（２２２）とその溝を限定する斜角面（２２３）とを備え
、段状孔（６２）に対して顎骨（５）内に存在する袋孔状パイロット孔（６１）の拡大或
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いは歯科インプラント（４）の収容部としてのさらに拡大された段状孔（６３，６４）に
対して現存の段状孔（６２，６３）の拡大用のステップドリル（２）において、
　ｉ）先端刃（２０１）が段状先端（２０）に鋭く形成され；
　ｊ）研磨部（２１１）が先端刃（２０１）から段状ガイド（２１）へ延びていて；
　ｋ）段状刃（２２５）が段部（２２４）に切削するよう形成され；
　ｌ）案内刃（２１２）が先を丸く鋭くなく形成されていることを特徴とするステップド
リル（２）。
【請求項６】
　ａ）斜角面（２２３）を備えるドリルネック（１２）が弱く切削するよう形成されてお
り；そして
　ｂ）段状ガイド（２１）が２．０ｍｍの範囲内の長さ（Ｌ２，Ｌ３，Ｌ４）を有するこ
とを特徴とする請求項５に記載のステップドリル（２）。
【請求項７】
　ａ）ステップドリル（２）が三刃に形成され、それでそれぞれ三つの先端刃（２０１）
、研磨部（２１１）、案内刃（２１２）、螺旋溝（２２２）、斜角面（２２３）と段状刃
（２２５）を有し；
　ｂ）ドリルネック（２２）が使用すべきインプラント（４）の少なくとも挿入深さの長
さを有し；
　ｃ）段状ガイド（２１）が２．０ｍｍ，２．８ｍｍ，３．５ｍｍの範囲内の直径（ｂ２
’，ｂ３’，ｂ４’）を有し且つドリルネック（２２）が２．８ｍｍ，３．５ｍｍ，４．
３ｍｍの範囲内の直径（ｂ３，ｂ４，ｂ５）を有し；
　ｄ）先端刃（２０１）の間に位置する先端角（β）は９０°より大きい範囲に位置し；
　ｅ）螺旋溝（２２２）がドリルネック（２２）のコロナ端から段状先端（２０）まで貫
通して延びており、段状ガイド（２１）には螺旋溝（２２２）がより小さい直径（ｂ２’
，ｂ３’，ｂ４’）によってドリルネック（２２）に存在する全横断面のほんの僅か多い
割合を有し；
　ｆ）ドリルネック（２２）には複数の眼に見える深さマーク（２２１）が等間隔或いは
不等間隔に取り付けられ；そして
　ｇ）ドリル軸（２３）自体に接続する継手（２４）が標準化された歯科継手であること
を特徴とする請求項５或いは６に記載のステップドリル（２）。
【請求項８】
　ａ）段状ガイド（２１）が段状先端（２０）と先の丸い案内刃（２１２）を備えて、パ
イロット孔（６１）或いは段状孔（６３，６４）に設置の際にステップドリル（２）を心
合せしてパイロット孔（６１）或いは段状孔（６３，６４）に沿う前進の際に心合せ案合
するように形成され；そして
　ｂ）段部（２２４）は段状刃（２２５）を備えて、直径（ｄ１／ｄ２）をもつパイロッ
ト孔（６１）を直径（ｄ２／ｄ３）に拡大するか、或いは直径（ｄ２／ｄ３，ｄ３／ｄ４
）をもつ段状孔（６３，６４）を段状孔（６３，６４）の直径（ｄ３／ｄ４，ｄ４／ｄ５
）に拡大するように形成されることを特徴とする請求項５乃至７のいずれか一項に記載の
ステップドリル（２）。
【請求項９】
　ａ）歯科インプラント（４）を収容するために顎骨（５）内に形成する袋孔状の段状孔
（６２，６３，６４）用の準備として袋孔状のパイロット孔（６１）を形成するパイロッ
トドリル（１）と；
　ｂ）段状孔（６２）に対する現存のパイロット孔（６１）の拡大用の少なくとも一つの
第一ステップドリル（２）と；
　ｃ）さらに拡大された段状孔（６３）に対する現存の段状孔（６２）の第二拡大用の任
意の第二ステップドリル（２）と；
　ｄ）最後の拡大された段状孔（６４）に対する既に二倍に拡大された段状孔（６３）の
第三拡大用の任意の第三ステップドリル（２）と；
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から成り、
　ｅ）パイロットドリル（１）は：
　ｅａ）パイロットドリル（１）の頂端に配置されている先端刃（１０１）を有するパイ
ロット先端（１０）と；
　ｅｂ）パイロット先端（１０）からパイロットドリル（１）のコロナ端の方向に延びて
いるパイロットガイド（１１）と；
　ｅｃ）パイロットガイド（１１）の上部に位置し、パイロットガイド（１１）のドリル
直径（ｂ１）より大きいドリル直径（ｂ２）を有するドリルネック（１２）と；　ｅｄ）
コロナ端として継手（１４）が接続されることができるドリルネック（１２）の上部に位
置するドリル軸（１３）と；
　ｅｅ）パイロットガイド（１１）の側面に輪郭形状の一部として設けられた少なくとも
一つの案内刃（１１２）と；
　ｅｆ）パイロットガイド（１１）からドリルネック（１２）への移行部としての一つの
段部（１２４）と；　
　ｅｇ）段部（１２４）における少なくとも一つの段状刃（１２５）と；　
　ｅｈ）少なくとも一つの螺旋溝（１２２）とその溝を限定する斜角面（１２３）と；　
を有し、そして
　ｆ）ステップドリル（２）は：
　ｆａ）ステップドリル（２）の先端部に配置され且つ先端刃（２０１）を有する段状先
端（２０）と；
　ｆｂ）段状先端（２０）からステップドリル（２）のコロナ端の方向に延びている段状
ガイド（２１）と；　
　ｆｃ）段状ガイド（２１）の上部に位置し且つ段状ガイド（２１）のドリル直径（ｂ２
’，ｂ３’，ｂ４’）より大きいドリル直径（ｂ３，ｂ４，ｂ５）を有するドリルネック
（２２）と；
　ｆｄ）コロナ端として継手（２４）が接続されることができるドリルネック（２２）の
上部に位置するドリル軸（２３）と；
　ｆｅ）段状ガイド（２１）の側面に輪郭形状の一部として設けられた少なくとも一つの
案内刃（２１２）と；
　ｆｆ）段状ガイド（２１）からドリルネック（２２）への移行部としての一つの段部（
２２４）と；　
　ｆｇ）段部（２２４）における少なくとも一つの段状刃（２２５）と；　
　ｆｈ）少なくとも一つの螺旋溝（２２２）とその溝を限定する斜角面（２２３）と、
を有するドリルセットにおいて、
　ｇ）パイロットドリル（１）には：
　ｇａ）パイロット先端（１０）において先端刃（１０１）が鋭く形成されて中心を鋭く
なしており；
　ｇｂ）研磨部（１１１）が先端刃（１０１）からパイロットガイド（１１）へ延びてい
て；
　ｇｃ）段状刃（１２５）が段部（１２４）にて切削するよう形成されており；そして
　ｇｄ）案内刃（１１２）が切削しないよう先を丸く形成されており；
　ｈ）ステップドリル（２）には：
　ｈａ）先端刃（２０１）が段状先端（２０）にて鋭く形成され；
　ｈｂ）研磨部（２１１）が先端刃（２０１）から段状ガイド（２１）へ延びていて；
　ｈｃ）段状刃（２２５）が段部（２２４）にて切削するよう形成され；そして
　ｈｄ）案内刃（２１２）が切削しないよう先を丸く形成されており；
　ｉ）段状ガイド（２１）における第一ステップドリル（２）の直径（ｂ２’）はパイロ
ットドリル（１）のドリルネック（１２）の直径（ｂ２）に一致し；そして　
　ｊ）段状ガイド（２１）における第二或いは第三ステップドリル（２）の直径（ｂ３’
，ｂ４’）は先行第一或いは第二ステップドリル（２）のドリルネック（２２）における
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直径（ｂ３，ｂ４）に一致することを特徴とするドリルセット。
【請求項１０】
　パイロットドリル（１）の斜角面（１２３）を備えるドリルネック（１２）が弱く切削
するよう形成され、そのパイロットガイド（１１）は１．０ｍｍから４．０ｍｍまでの範
囲内の長さ（Ｌ１）を有することを特徴とする請求項９に記載のドリルセット。
【請求項１１】
　ａ）パイロットドリル（１）が両刃に形成され、それでそれぞれ二つの先端刃（１０１
）、研磨部　（１１１）、案内刃（１１２）、螺旋溝（１２２）、斜角面（１２３）と段
状刃（１２５）を有し；
　ｂ）ドリルネック（１２）が使用すべきインプラント（４）の少なくとも挿入深さの長
さを有し；
　ｃ）パイロットガイド（１１）が３．０ｍｍの長さ（Ｌ１）を有し；
　ｄ）パイロットガイド（１１）が１．５ｍｍの範囲内の直径（ｂ１）を有し、ドリルネ
ック（１２）が２．０ｍｍの範囲内の直径（ｂ２）を有し；
　ｅ）先端刃（１０１）の間に位置する先端角（α）は９０°より小さい範囲に位置し；
　ｆ）螺旋溝（１２２）がドリルネック（１２）のコロナ端からパイロット先端（１０）
まで貫通して延びており、パイロットガイド（１１）には螺旋溝（１２２）がより小さい
直径（ｂ１）によってドリルネック（１２）に存在する全横断面のほんの僅か多い割合を
有し；
　ｇ）ドリルネック（１２）には複数の眼に見える深さマーク（１２１）が等或いは不等
間隔に取り付けられ；そして
　ｈ）ドリル軸（１３）自体に接続する継手（１４）が標準化された歯科継手であること
を特徴とする請求項９或いは１０に記載のドリルセット。
【請求項１２】
　ａ）パイロット先端（１０）を備えるパイロットガイド（１１）は、パイロット孔（６
１）の発端部を顎骨（５）の皮層（５１）を通して侵入させることにより形成すべき段状
孔（６２，６３，６４）に位置を固定するように決定され、その発端部がパイロット孔案
内部（６１１）とパイロット孔先端部（６１０）とからなり；
　ｂ）段部（１２４）は皮層（５１）の貫通侵入させた後にパイロット孔案内部（６１１
）と先端部（６１０）の完成によって著しく増加したドリル抵抗を生じて、この徴候にて
決定した孔方向（Ｒ）を検査するように形成され；
　ｃ）先の丸い案内刃（１１２）がパイロット孔案内部（６１１）の拡大なしに孔方向（
Ｒ）を円錐状修正範囲（Ｋ）の内で修正することを可能であり；そして
　ｄ）ドリルネック（１２）がその寸法によりパイロット孔（６１）を最終的深さに形成
するように形成されることを特徴とする請求項９乃至１１のいずれか一項に記載のドリル
セット。
【請求項１３】
　段状ドリル（２）の斜角面（２２３）を備えるドリルネック（２２）が弱く切削するよ
う形成され、その段状ガイド（２１）は１．０ｍｍの範囲内の長さ（ｌ２、ｌ３，ｌ４）
を有することを特徴とする請求項９に記載のドリルセット。
【請求項１４】
　ａ）ステップドリル（２）が三刃に形成され、それでそれぞれ三つの先端刃（２０１）
、研磨部　（２１１）、案内刃（２１２）、螺旋溝（２２２）、斜角面（２２３）と段状
刃（２２５）を有し；
　ｂ）ドリルネック（２２）が使用すべきインプラント（４）の少なくとも挿入深さの長
さを有し；
　ｃ）段状ガイド（２１）が２．０ｍｍ，２．８ｍｍ，３．５ｍｍの範囲内の直径（ｂ２
’，ｂ３’，ｂ４’）を有し且つドリルネック（２２）が２．８ｍｍ，３．５ｍｍ，４．
３ｍｍの範囲内の直径（ｂ３，ｂ４，ｂ５）を有し；
　ｄ）先端刃（２０１）の間に位置する先端角（β）は９０°より大きい範囲に位置し；
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　ｅ）螺旋溝（２２２）がドリルネック（２２）のコロナ端から段状先端（２０）まで貫
通して延びており、段状ガイド（２１）には螺旋溝（２２２）がより小さい直径（ｂ２’
，ｂ３’，ｂ４’）によってドリルネック（２２）に存在する全横断面のほんの僅か多い
割合を有し；
　ｆ）ドリルネック（２２）には複数の眼に見える深さマーク（２２１）が等或いは不等
間隔に取り付けられ；そして
　ｇ）ドリル軸（２３）自体に接続する継手（２４）が標準化された歯科継手であること
を特徴とする請求項９或いは１３に記載のドリルセット。
【請求項１５】
　ａ）段状ガイド（２１）が段状先端（２０）と先の丸い案内刃（２１２）を備えて、パ
イロット孔（６１）或いは段状孔（６３，６４）に設置の際にステップドリル（２）を中
心合せしてパイロット孔（６１）或いは段状孔（６３，６４）に沿う前進の際に心合せ案
内するように形成され；そして
　ｂ）段部（２２４）は段状刃（２２５）を備えて、直径（ｄ１／ｄ２）をもつパイロッ
ト孔（６１）を直径（ｄ２／ｄ３）に拡大するか、或いは直径（ｄ２／ｄ３，ｄ３／ｄ４
）をもつ段状孔（６３，６４）を段状孔（６３，６４）の直径（ｄ３／ｄ４，ｄ４／ｄ５
）に拡大するように形成されることを特徴とする請求項９，１３或いは１４に記載のドリ
ルセット。
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